
 

 

 

 

 

 

 

 あきたふるさと学講座が終了しました ！  

 地域の誇りとなるような人・地域にある有形無形の文化財・地域を元気にしている人などから、ふ

るさと秋田の魅力を学ぶ「あきたふるさと学」講座が１１月２２日（土）に終了しました。この日は

日常生活に役立つアラカルトの「健康と運動」、秋田の幕末の「奥羽越列藩同盟と戊辰戦争」の２講

座を開講しました。 

 「健康と運動」では、筋力としなやかな体を保つ 

ための運動について学びました。普段の生活の中で 

無理なく実践できる筋力トレーニングや効果的なス 

トレッチ運動の正しいやり方などについて、講師の 

模範を見ながら受講者全員が挑戦しました。 

「ストレッチやウォーキングが好きになりそう」 

「この冬、少しずつやってみようという気になった」 

など、アクティブな感想が多く寄せられました。 

                        これまで、飢饉や奥向あるいは蝦夷出兵や林政

改革などの動きをもとに天保期からたどってきた

秋田の幕末シリーズも、いよいよ戊辰戦争そのも

のをテーマとした「奥羽越列藩同盟と戊辰戦争」

の最終回にたどりつきました。秋田藩における戊

辰戦争や列藩同盟の藩代表であった戸村十太夫の

評価を踏まえ、実際の秋田における戦闘の実態を

検証しました。１３０名を超える受講者は熱心に

聞き入っていました。 

 当センターでは、来年度も、ふるさとの魅力をふんだんに盛り込んだ講座を開講できるよう準備を

進めておりますので、多くの方に受講していただきたいと思います。 

 

連携講座の様子です ～ 解読 ！ アーカイブズ ＆  発掘 ！ 考古ゼミ ～ 

                      １０月から１１月にかけて「解読！アーカイブズ」 

を開講しました。資料を通して歴史を学ぶ本講座で 

は、資料分析の専門家である県公文書館の職員が講 

師を務めました。第２回目は、鍋島真氏が公文書館 

の役割や資料保存の意義などに触れながら、秋田藩 

に関する古文書から現代の行政文書までたくさんの 

資料を紹介くださいました。受講者は「物事を記録 

し・保存し・利用すること」の必要性や重要性につ 

いて考えることができたようでした。 
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【Ｄ８講座】健康と運動 

秋田県スポーツ科学センター 工藤 強志 氏 

 

【Ｂ８講座】奥羽越列藩同盟と戊辰戦争 

秋田県立博物館 畑中 康博 氏 

 
【Ｌ２講座】アーカイブズで再発見！秋田の魅力 

 秋田県公文書館 鍋島 真 氏 



 １１月から１２月にかけて「発掘！考古ゼミ」を開講 

しています。県内遺跡の最新情報から考古を学ぶ本講座 

では、県埋蔵文化財センターの職員が講師を務めていま 

す。第１回目は、栗澤光男氏が新潟県糸魚川海岸付近か 

ら取れるヒスイの話題を中心に、実際に現地へ赴いた際 

のお話を臨場感たっぷりに語りました。 

会場にはヒスイの実物も展示され、実際に手に取りな 

がら石の感触を確かめることもできました。受講者から 

は「ヒスイは緑色とばかり思っていたが、様々な色があ 

ることを知った」「加工技術や運搬方法などについて理 

解を深めるために、ぜひ現地へ行ってみたい」などの感 

想が寄せられました。 

 

 秋田県生涯学習センターからのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県生涯学習センター TEL ０１８－８６５－１１７１ 
Webサイト http://www.pref.akita.lg.jp/lifelong/ 

※ 秋田地域振興局の公式 Facebook「あきたどまんなか宣伝局」でも講座情報を見ることができます。 

詳しくは、インターネットで「あきたどまんなか宣伝局」を検索！ 

 

【Ｍ１講座】ヒスイのお話 

秋田県埋蔵文化財センター 栗澤 光男 氏 

 

 


